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共創の流域治水の
要素技術

上流から下流まで
自然の力を活用する



本拠点の基本概念

•共創：いろいろな機関が協力する、マルチステークホルダー

•流域治水の基本は水循環を保全すること

•地下に水を浸透させれば、洪水は減る、環境も守れる

•流域治水の活動を環境保全や産業創成につなげる

•自然の力を活用する



結論

•沿岸域の保全のためには海底湧水の保全が重要

•沿岸域の湧水の研究は限定的

•水を早く流せば地下水涵養量は減る
• 地下水涵養域は比較的近くのことが多い

• 森林の管理なども地下水の保全に効く

•沿岸域を矢板などで遮断すると地下水は減る
• 透水型矢板などは有効

•地下水の解析は現在では一定程度可能

•湧き水を調べる方法として赤外線ドローンなどが有効



各地域と連携

•東京都杉並区：雨庭の導入

•大阪府：治山ダムの有効活用：穴あき化

•四万十川：山地や農地の流域治水手法と四万十川の環境保全

•沖縄やんばる：漁協・村との連携、赤土流出、洪水防御、海の
保全

•北海道ルスツ：スキー場の管理と地下水の保全
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背景
球磨川洪水があり、川辺川ダムの建設の問題が浮上

「ダムによる治水」VS「ダムによらない治水」 二項対立、地域の分断が懸念

分断を招かない対策として「球磨川流域の持続的発展のための流域治水に関する提言」

熊本県の政策として「緑の流域治水 「共創の流域治水」

流域治水を核とした復興を起点とする持続社会

十年後の未来
「流域治水（すべての場所で、ゆっくりと流す、環境保全型国土へと変える）」によって、安全で、豊かな
環境があり、地域の分断を招かない（若者が残り集う）、共創を軸とした社会へと変わる」



水害に安全で安心
な地域の実現

流域治水対策の導入による
支流の安全度の向上

全ての場所に対する要素技
術を開発し、現地に実装し
つつ、それを導入し、支流
の洪水から安全な地域にで
きることを示す

豊かな環境と恵み
のある暮らし

若者が残り集う
地域

「多世代共創」
による流域治水

の推進

流域治水対策を導入するこ
とにより、環境保全・再生
される

流域治水対策を導入する過
程で若者の仕事が発生し、
分断が解消される

流域治水対策を導入する過
程で、多世代共創の手法と
概念が関係する人々に定着
する

流域治水対策導入に合わせ
た環境保全策を実装し、生
態系サービスを定量化し、
それが流域に普及した時の
全体効果を示す

流域治水対策を社会的課題
とした社会的企業を立ち上
げ、その経済効果を測定す
る。あわせて分断解消のエ
ビデンスを示す。

共創の手法により、普及と
イノベーション発生を示す

アウトプット、アウトカム具体的目標ターゲット



流域治水とは

• 流域とは集水域＋氾濫域

• 治水とは水を治めること

すなわち、水を通したリスク
と恵みのマネジメント

水循環を健全化させること
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・流域貯留量に大きな差 球磨川 50％ 善福寺川15％ 自然の調節力に農山村部と都市で大きな差異



気候変動 洪水流量増大

伝統知
自然再生

防災の視点強調
⇩

地域の豊かさが
損なわれる

ダム・堤防だけでは
守れない

流域治水
（CabA,Eco-DRR,NFM)

国土の改変

流域全体での流出抑
制⇒国土のありか方

の再編

国土変貌によって増える洪水



トリプル・ヘリックス
(三重らせん)

「産」「官」「学」の3者が連携。伝統

的なイノベーションの基盤です。

(1995年頃 提唱)

クアドルプル・ヘリックス
(四重らせん)

三重らせんに「市民社会 (民)」を

追加。社会の需要を取り込みます

。

(2009年頃 提唱)

クインタプル・ヘリックス
(五重らせん)

四重らせんに「自然環境」を追加。

持続可能性と共生を目指します。

(2010年頃 提唱)

イノベーション・モデルの進化

産 : 企業、経済界

学 : 大学、研究機関

自然 : 生態系、持続可能性、地球環境民 : 市民社会、NPO、報道

官: 国市町村

らせん

共創



本拠点の構造：7者連携モデル



コア技術

実践のエンジン

キーワード: ヒューマンスケール、自分たちで

雨庭、クマカメ、リーキーダム、湿地再生、マ
イクロ水力、竹筋コンクリート

包括的アプローチ：研究を駆動させる3つの力

包括的アプローチ：研究を駆動させる3つの力

本研究は、価値を「創造」する共創、価値を「普及」させる拡散型アプ
ローチ、そして具体的な活動を「実践」するコア技術、この3つのエンジン

が相互に作用することで全体を駆動させる。

共創

創造のエンジン

キーワード: 多世代、多様な主体、産官学金連
携、人と自然の共創、イノベーション

拡散型アプローチ

普及のエンジン

キーワード: 自律的発生、ネットワーク効果、
エコシステム、オープン性、偶発性









流域治水を核とした復興を起点とする持続社会ー地域共創拠点

地域共創の場（センター会議、地元若者会議など）
代表機関 熊本県立大学
幹事自治体 熊本県、幹事企業 肥後銀行

幹事機関会議
幹事機関
課題リーダーなど

PL
島谷特別教授

事務グループ

熊本県立大学

拠点運営機構
副PL 熊本県総務部長

幹事企業 肥後銀行地域振興部

研究開発課題 リーダー
萱場祐一 名古屋工業大学 教授
皆川朋子 熊本大学 教授
古田尚也 大正大学 教授
宮野英樹 地方経済研究所 部長
柴田祐 熊本県立大学 教授

幹事自治体 熊本県球磨川流域復興局

代表機関 熊本県立大学
実施責任者 理事長

代表自治体 熊本県
実施責任者 副知事

代表企業 (株)肥後銀行
実施責任者 頭取

大学等（１4）

その他参画機関

熊本大学

大正大学

名古屋工業大学

信州大学

滋賀県立大学

九州大学

（株）テレビ熊本

（株）フクユー緑地
（株）リバー・ヴィ
レッジ

（公）地方経済総
合研究所

アジア航測（株）

（株）ネオコンク
リート

（株）建設技術研究
所

三井住友海上火災保
険（株）

研究グループ

拠点運営事務
雨庭担当

教員
学術研究員

東京大学

幹事機関

民間企業等（１6）

㈳九州オープンユ
ニバーシティ

聖学院大学

理事長

城東リプロン（株）

JST担当担当
広報担当

副PL 熊県大 事務局長

副PL 肥後銀行 地域振興部
長

東京学芸大学

政策研究大学院大
学

（株）東武園緑化

マザーズロック協会

全国トース土技術研
究協会

（特）日本国際湿地
連合

日本工営（株）

（株）Chaintope

福岡大学

上智大学

PL補佐
竹田特任教授

課題０

課題1

課題2

課題3

課題4

課題5

凡例

（株）九電工

連携協定 杉並区
大阪府

日本工営都市空間
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カウンターパート役職 内容

① 企画振興部
球磨川流域復興局政策監

総合調整、全体窓口、雨庭（グリーンインフ
ラ）

② 土木部河川課長 河道拡幅、遊水機能を有する土地、特定都市
河川
その他河川対策、集落IoT

③ 土木部砂防課長 庭園砂防、砂防堰堤の治水効果、リーキーダ
ム
小水力発電

④ 土木部土木技術管理課長 浸透型側溝

⑤ 土木部道路保全課長 浸透型側溝、雨庭（グリーンインフラ）

⑥ 土木部道路整備課長 浸透型側溝、雨庭（フリーンインフラ）

⑦ 環境生活部環境立県推進課長 雨庭（グリーンインフラ）

⑧ 教育庁高校教育課長 湿地保全（OECM）

⑨ 環境生活部自然保護課長 雨庭（グリーンインフラ）

⑩ 農林水産部森林整備課長 森林管理、リーキーダム

⑪ 農林水産部森林保全課長 森林管理、治山堰堤の治水効果、リーキーダ
ム

⑫ 農林水産部農村計画課長 田んぼダム

⑬ 企業局工務課長 小水力発電

密接な連携

研究成果を
行政システムへ

研究の協働実施
社会実装

拠点
PL、副PL
研究者

地域共創拠点
≪番頭的な人材
熊本県前企業局長を
PL補佐に≫

熊本県 カウンターパート



1.明確な課題とターゲットを特定。
2.ターゲットに最適化された解決策を設計。
3.ターゲットに対して集中的に実施・提供。
4.ターゲット内での効果を測定・評価し、改善。

•キーワード: 選択と集中、効率性、明確な目標、ROI（投資対効果）
重視、コントロールしやすい

ターゲット
（場所、ステークホ

ルダー）

<--- 資源・施策の集中投入

↑ ↑ ↑ (特定の課題・対象)

ターゲッティングアプローチ

1. 共感を呼ぶ中核的なアイデアや価値を提示。
2. 初期の「種まき」として、共感する個人やグループ、あるいはオープンなプ

ラットフォームに働きかけ
3. 多様な人々が参加・共創できる「場」や「仕組み」
4. 情報が共有され、対話が生まれ、活動が連鎖するような環境醸成
5. 広がりや影響の質的・量的な変化を多角的に観察・評価

・キーワード: 共創、エコシステム、ネットワーク効果、自律的拡大、意識変容
、オープン性、ムーブメント醸成。

(最初の働きかけ・アイデア)

(波紋のように広がる)

(多様なステークホルダー・接点)

(相互作用・ネットワーク効果)

(波紋のように広がる)

(社会全体に広がる)

拡散型アプローチ



(最初の働きかけ・アイデア)

(波紋のように広がる)

(多様なステークホルダー・接点)

(相互作用・ネットワーク効果)

(波紋のように広がる)

(社会全体に広がる)

雨庭
県立大雨庭完成
最初の一歩がコアアイデア

南稜高校
次の一歩が普及の一歩ア

雨庭パートナーシップ
普及のプラットフォーム

雨庭の種類増加
一体感の形成
雨庭交付金

個人キーパーソンの誕生

オフィシャルに広げ
る方法：地下水涵養
など色々な目的・課
題解決
市民に広げる方法：
個人の共感を呼ぶ。
楽しい、きれい、何か
したいという気持ち

肥銀融資制度

人吉市あめにわ補助制度

１年目

２年目

３年目

４年目



流出抑制対策
氾濫流コントロール対策

山地

住宅・学校・役所

氾濫地域の限定

氾濫流の流速低減

氾濫域の水深低減

モデル小流域を対象とした手法開発

輪中堤本堤

氾濫流

氾濫流

本堤
河川

破堤

横堤

二線堤

樹林帯

霞堤

流域治水ソフト対策

避難 法律誘導策

貯留する
浸透させる
蒸発散を増やす

河川技術から流域技術へ

都市計画

洪水波をつぶす

水田

畑地 ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ

商業施設 道路

太陽光パネル

発生源対策

流達過程の対策

渓流 河川 水路

ピークをずらす

合算時の対策

島谷幸宏、球磨川流域を対象とした緑の流域治水の概念化とそれに基づく実践.
河川技術論文集、土木学会, 2023, 29 , 425-430．







東京大学飯田さんの図に基づく



図2.4.6.1 雨庭の標準的な断面図



重要な土の手当（今考えていること）

表面の状況を保つ

• 固めない：重機、過剰な踏圧で発

生するので、これらの使用には注

意

• 直接雨を当てない：植物を植える、

枝葉でのマルチング

浅いところの土の改良

• 団粒化を促進する：ミクロポアを

団粒化、マクロポアは生き物が住

める環境

• 炭素を蓄積させる：二酸化炭素の

蓄積にも寄与させる

• 有機炭や腐葉土を加える

• 粒径を整える

非浸透層を壊す

• 耕盤層（農業機械での踏み固め）、

グライ層（地下水位の高い場所で

の不透水層）、締固め層（重機な

どでの締固め）を特定する

• 穴をあけるなどで壊す、有機物を

混ぜる



五味高志. (2016). 森林土壌と水土保全機能. 森林科学

蔵治光一郎（2025）内部資料



雨庭とは グリーンインフラである

屋根などに降った雨水を下水道に直接放流することなく一時的に貯
留し、ゆっくりと地中に浸透させる構造を持った植栽空間

©田浦扶充子



目標を設定する

雨庭の目標①：流出抑制
雨庭の目標②：地下水涵養
雨庭の目標③：炭素蓄積・排出
雨庭の目標④：生物多様性
雨庭の目標⑤：景観
雨庭の目標⑥：災害時の貯水
雨庭の目標⑦：暑熱環境を緩和
雨庭の目標⑧：水質改善



屋根

浸透

貯留

雨庭

流入口（堰）

流出口（堰）



降雨10（極端豪雨）の流入出量・水位変化総雨量４５３㎜
最大時間雨量 ５７
㎜

浸透

浸透

©田浦ほか



図-5 期間中の流入出量

雨庭に降った雨量 １３１㎥

雨庭に流入した量 ６５７㎥

雨庭から流出した量 ５０㎥ 流出抑制＝浸透量 ９３％

©田浦ほか





ミクロ団粒

マクロ団粒

マクロポア

土壌中には，1,500～2,400Gt（2m深）もの炭素が貯留し
ており，その大部分は植物や微生物が生合成した化合物
を起源とする土壌有機物（soil organic matter，SOM）
である。大気中に二酸化炭素（CO2）として存在する炭
素量の約3倍，植物バイオマスの約４倍に相当する。（和
穎2016）

，直径が250μm以上の団粒はマクロ団粒，それ以下のも
のはミクロ団粒と呼ばれる。 （和穎2016）

マクロポアという用語を土壌中の選択的な流れを引き起こすと考
えられる連続した間隙構造の総称として用いている.室内実験によ
り,マ クロポアは不飽和状況下ではもっぱらぬれ前線下方の間隙空
気の流出経路として機能しており,マクロポア内部を経由する水の
流れは発生しないという結果を得た。 （安池1996）

マクロポアの成因は植物根の貫
入によるもの、あるいは限界に
よるひび割れ、 動物の活動によ
るものなどがあげられる(中
野,1991).



道路からの
雨水

排出口

屋根からの
雨水

計量堰



前写真① 作業中

後写真②後写真①

個人宅雨庭

大きさ
広さ2㎡（1m×2ｍ）
深さ0.2m

集水範囲
屋根（17㎡）に降った
雨を雨どいから集めて
いる

費用
玉砂利…4600円
腐葉土・石灰…1300円
植物…3000円ほど

作業時間
2時間程度









グリーンウォッシュ

・うわべだけに環境に配慮するように見せかけて、その実態が伴っていないこと

「生態系の機能を活かす」という本質を無視して、名前や見た目だけを模倣した施設

２０２４年にEUではグリーンウォッシュを終わらせるために「グリーンクレーム指令」
を発行

グリーンウォッシュは企業の信頼を揺るがす国際的な課題



環境機能 負の影響

流出抑制 地下水涵養 生物多様性
二酸化炭素
の蓄積

景観 環境教育 水質浄化 気候緩和
二酸化炭素

排出
水質汚染

侵略的外来
種

南稜高校 ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ー ー 蓄積 ー ー

熊本県立大 ◎ ◎ 〇 △ 〇 △ ー ー 排出小 ー ー

球磨振興局 ◎ ◎ △ ー 〇 △ 〇
ー

排出中 ー ー

事例A ◎ ◎ ー ー ー ー ー × 排出大 ー ー

浸透ます ◎ ◎ ー ー ー ー ー ー 排出大 ー ー



・ゆるやか
・義務やノルマはない
・目的を同じにする

・県内に16の雨庭完成
・計画中 ２０

産官学金民の共創





生物多様性保全×流域治水 with MS&AD

• 企業（MS&AD）の参加（労力・資金）
• 自然再生作業を核とした多様な人の交流
• 地元からの昼食の提供
• 湿地内での貯留のみならず、周辺を含め、台地の
浸透、水害防備林、ため池の治水利用など多様な
流域治水施策を検討

• 村内の主要な産業である製茶企業との連携
• 治水施策、生物多様性保全の炭素固定の検討
• 村の昆虫であるハッチョウトンボを中心的な指標
として、湿地性植物、ニホンイシガメ等の複数の
指標を用いて周辺環境も含めて目標を明確化

• 自然再生は、生態系の連結性も意識

『湿地再生』×『緑の流域治
水』 相良村で新プロジェクト
始動 (22/11/24 18:30) -
Bing video

https://www.bing.com/videos/search?q=TKU%e3%83%86%e3%83%ac%e3%83%93%e7%86%8a%e6%9c%ac+%e3%80%8e%e6%b9%bf%e5%9c%b0%e5%86%8d%e7%94%9f%e3%80%8f%c3%97%e3%80%8e%e7%b7%91%e3%81%ae%e6%b5%81%e5%9f%9f%e6%b2%bb%e6%b0%b4%e3%80%8f+%e7%9b%b8%e8%89%af%e6%9d%91%e3%81%a7%e6%96%b0%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e5%a7%8b%e5%8b%95&docid=603528512392756426&mid=5A5EF51C59713FFBD5D05A5EF51C59713FFBD5D0&view=detail&FORM=VIRE
https://www.bing.com/videos/search?q=TKU%e3%83%86%e3%83%ac%e3%83%93%e7%86%8a%e6%9c%ac+%e3%80%8e%e6%b9%bf%e5%9c%b0%e5%86%8d%e7%94%9f%e3%80%8f%c3%97%e3%80%8e%e7%b7%91%e3%81%ae%e6%b5%81%e5%9f%9f%e6%b2%bb%e6%b0%b4%e3%80%8f+%e7%9b%b8%e8%89%af%e6%9d%91%e3%81%a7%e6%96%b0%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e5%a7%8b%e5%8b%95&docid=603528512392756426&mid=5A5EF51C59713FFBD5D05A5EF51C59713FFBD5D0&view=detail&FORM=VIRE
https://www.bing.com/videos/search?q=TKU%e3%83%86%e3%83%ac%e3%83%93%e7%86%8a%e6%9c%ac+%e3%80%8e%e6%b9%bf%e5%9c%b0%e5%86%8d%e7%94%9f%e3%80%8f%c3%97%e3%80%8e%e7%b7%91%e3%81%ae%e6%b5%81%e5%9f%9f%e6%b2%bb%e6%b0%b4%e3%80%8f+%e7%9b%b8%e8%89%af%e6%9d%91%e3%81%a7%e6%96%b0%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e5%a7%8b%e5%8b%95&docid=603528512392756426&mid=5A5EF51C59713FFBD5D05A5EF51C59713FFBD5D0&view=detail&FORM=VIRE
https://www.bing.com/videos/search?q=TKU%e3%83%86%e3%83%ac%e3%83%93%e7%86%8a%e6%9c%ac+%e3%80%8e%e6%b9%bf%e5%9c%b0%e5%86%8d%e7%94%9f%e3%80%8f%c3%97%e3%80%8e%e7%b7%91%e3%81%ae%e6%b5%81%e5%9f%9f%e6%b2%bb%e6%b0%b4%e3%80%8f+%e7%9b%b8%e8%89%af%e6%9d%91%e3%81%a7%e6%96%b0%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e5%a7%8b%e5%8b%95&docid=603528512392756426&mid=5A5EF51C59713FFBD5D05A5EF51C59713FFBD5D0&view=detail&FORM=VIRE


２.共創による持続可能なしくみ①谷津（迫）放棄田の活用

1.要素技術





②湧水の保全

雨庭による雨水浸透どこの場所の浸透が湧水に関与しているのか？を特定
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川の作り方 管理用道路の利用

時間

流
量

到達の過程で流達率を減らす
カテゴリー 手法

A.流出抑制技術 １．ゆっくりながす

２．貯留する

３．浸透させる

４．蒸発散を増やす

B.氾濫流対策技術 １．氾濫域の限定

２．流速の低減

３．水深の低減

４．耐水建築

C.ソフト技術 １．土地利用マネジメント
（法整備、誘導策、規制）

２．保険制度

３．避難

４．災害リテラシー（災害伝承、知識）

蛇行再生
ワンド創出
粗度増加、霞堤



60板櫃川の部分拡幅部分



上流から下流に伝播する洪水波形

流量

時刻10:00 10:30 11:00

3km10km

本川

支川

上流域 下流域

ピーク流量が低減する

時間が遅れる

貯留空間を配置

都市域

従来型の改修
直線化、河床掘削、粗度係数の低下

多自然川づくり
蛇行の保全、拡幅、粗度係数の維持

10kmでの
ハイドロ

3kmでの
ハイドロ

©萱場祐一



10㎞間で粗度係数－貯留空間面積‐逓減率の関係

• 河床勾配を1/500として、粗度係数を変化させた場合、貯留空間面
積がゼロでも粗度係数が大きくなると逓減率が上昇する。

©萱場（名古屋工大）

河川改修を行うことによって
粗度小
貯留空間減少
勾配が急

10㎞区間で洪水流量は10％以上増
加し空ていると推定⇒この逆をやる

13％



仁原川

1970年代
L=2.8㎞
A=8500＋41750+7300≒66000㎡
勾配 2800/17=1/164

現在
L=1.8km
A=0
I=1900/17=1/111

おそらくほとんど
低減しない



©萱場（名古屋工大）



メガソーラー開発

五島列島最北端 宇久島



2025年3月20日（木）

熊本ウォーターポジティブ・
アクション

・・・・・・・
・・・・・・・ 67



68©熊本ウォーターポジティブ事務局

ウォーターポジティブとは？

取水
浸透
減少

地下水の取水 土地の改変

ふゆみず田んぼ
涵養林

雨庭等の
グリーンインフラ

涵養 浸透
増加

ポジティブ

0

＋：ポジティブ

－：ネガティブ ⇒ネイチャーポジティブも目指します

地
下
水
の
量

・節水
・再生水の利用
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（出典：環境省）

©熊本ウォーターポジティブ事務局

ネーチャーポジティブの動き



70©熊本ウォーターポジティブ事務局

AI時代のレジリエンスは自然資本のレジリエンス

時間

キャッシュフロー

加速する
自然の喪失

投資家の期待

自然からビジネスに対する生態系
サービスの流れ

●AI時代の産業は、健全な水循環に依存

●また地域の多くの産業や暮らしが同じ水に依存

●投資の拡大に応じて、自然の喪失が加速すると、

投資家が期待する事業の発展が実現しない

⇒事業の持続可能な発展のためにも、自然の喪失を抑え回復させる必要

参考：環境省 ネイチャーポジティブ経済移行戦略 参考資料
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１年の浸透量

4.8~8.4万㎥

/ha 都市の非浸透域

都市の非浸透域の5％を雨庭

（グリーンインフラ）にすることに

より、畑並みの1.4万㎥/ha 
浸透させることが可能

１年の浸透量

1.4万㎥/ha

©熊本ウォーターポジティブ事務局

土地の状態と雨水の浸透について

田んぼ 畑
舗装地
建物

１年の浸透量

ほぼ0㎥/ha

⇒対策

雨庭等の
グリーンインフラ

1年の浸透量 1.4万㎥/ha

一人当たり
一軒当たり
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開発の規模と雨庭の効果に関する試算

©熊本ウォーターポジティブ事務局

熊本地域で畑が約100ha が開発されると仮定とした場合、
140万m3/年の地下水涵養量が減少⇒雨庭5haの導入で年間140万m3

の地下浸透が必

要

• 雨庭は多面的機能

✓ 洪水防御

✓ 地下浸透

✓ 生物多様性の保全

✓ 炭素蓄積

✓ 景観の向上



73©熊本ウォーターポジティブ事務局

熊本地域の涵養ポテンシャル

公共施設

648ha

学校

407ha

工場

816ha

2,713 万ｍ3

熊本地域で

雨庭を導入しやすい主な場所
これらの敷地の５％に雨庭を設
置することで、年間、涵養量の

増加が期待できます。



方法
• 気象庁 過去の気象データダウンロード

熊本 2004年から2023年 の20年間の時間雨量のデーター

• 計算方法

雨庭流入量 降雨量×敷地面積（雨庭含む）

浸透量 浸透能×雨庭面積

貯留量 最大 雨庭の面積×雨庭の深さ

雨庭からの流出量 流入量が浸透、貯留で賄えない場合

蒸発散量 500mm/ｙｒが雨庭から蒸発するとする

降雨

雨庭のみ浸透

貯留（雨庭の深さ）

すべて浸透

すべて貯留

敷地に降雨

雨庭に流入

貯留量の
計算

浸透量の
計算

NO

流出量の計算

NO



屋根面積 678m2

雨庭面積 48m2

南側の雨庭

玄関横雨庭 雨庭面積／（集水域＋雨庭）面積 6.6%

平均年間降雨 2023.7mm

平均年間流入量 1469m3

平均年間浸透量 1228m3

2006年
最大流入 84mm/h

最大流出 66mm/h
ピークカット 21%

2016年
最大流入 89mm/h

最大流出 66mm/h
ピークカット 26%

オジックテクノロジーズ 雨庭の推定効果

南側の雨庭 玄関横雨庭 合計

屋根面積（m2） 668 10 678

雨庭面積（m2） 39 9 48

雨庭深さ（m） 0.3 0.3 -

集水面積（m2）
（屋根＋雨庭）

707 19 726

【浸透効果】 【流出抑制効果】

洪水豪雨時も21〜26%の流出抑制効果
2025/11/18 75



熊本ウォーターポジティブ仕組みの概要(初期段階)

76©熊本ウォーターポジティブ事務局

GIの効果の科学的,定量的
評価を担う

（くまもと地下水財団等と連携）

熊本ウォータポジティブ
デザインセンター（仮称）

支援組織

国（国土交通省・環境省）、熊本県、市町村

ウォーターリサーチセンター
（仮称）

効果評価

・設置支援
・管理支援

仕組み・全体の応援（推奨・PR等）

グリーンインフラ設置者

企業等

設置・管理費用

行政機関等

公共施設等に
先行して

モデル的に設置 自己負担



熊本ウォーターポジティブ仕組みの概要(目指す姿)

77©熊本ウォーターポジティブ事務局

熊本ウォータポジティブ
デザインセンター（仮称）

支援組織

国（国土交通省・環境省）、熊本県、市町村

県民

企業

ウォーターリサーチセンター
（仮称）

効果評価

・設置支援
・管理支援

効果証明・報告

土地改変（土地開発）者

金銭拠出

・設置費用
・管理費用

仕組み・全体の応援（推奨・PR等）

行政機関等

グリーンインフラ設置者

企業等

設置・管理費用

行政機関等

公共事業で
設置

熊本WP経由の
支援





氾濫流コントロール

•氾濫を防げない

•氾濫する場所としない場所の区別

•住宅地を守る





1セット：40,000～50,000円

行政のカメラ：300,000～3,000,000

くまカメシステム



参加型で計画 •地域知（災害の履歴など）と住民ニーズ

82



地域の人たちと一緒に設置・管理
•迅速な設置と地域の人たちのオーナーシップ、キャパビル

83



くまカメの設置場所（合計10地区28台）

球磨川流域の上流から下流まで

様々な地区で導入が進んでいる

球磨村神瀬地区：8台

球磨村大瀬地区：2台

球磨村高沢地区：3台

人吉市下薩摩瀬町：3台

あさぎり町川瀬地区：1台

人吉市温泉町：3台

設置済み

設置予定（近日）

菊池市藤田地区（球磨川流域外）：3台

熊本市黒髪地区（球磨川流域外）：1台

熊本市白川校区：1台

玉名郡南関町：1台





 日本

 下水道事業に係る経費負担につき、「雨水公費・汚水私費」を原則とする。

 建築基準法 ： 衛生上の観点から、敷地外に雨水を適切に排水することに重点

 ドイツ

 約５３００の自治体が、雨水費用（precipitation water charge）を徴収する。←原因
者負担原則

 例えば、ブレーメン市では、不浸透面1㎡当たり月0.83ユーロが課される。

 アメリカ

 ２５００以上の自治体が、雨水公益費（stormwater utility fees）を徴収する。

 例えば、ポートランド市では、不浸透面1000ft2当たり月11～14ドルが課されるが、
雨庭や浸透ますの設置に対し、最大35％の減免措置が講じられる。

雨水処理費用の徴収と減免措置



ローカル・ゼブラ企業群により地域経済の活性化

地域課題 事業 プラット
フォーム

ローカル・ゼブ
ラ企業群

支援 アウトカム

グリーンインフ
ラ日本一

流域治水
を進める

林業

農業

焼酎

造園業

観光業

小水力

球磨川の森と木の
未来を考える会

畔もり隊

くまもと雨庭
ガーデナーズ

スタディーツ
アー

やまんたろう

×

？

？

熊本グリーンイ
ンフラ研究会

三日月観光
地域づくり協
議会

流域エコシス

テム構築
（産官学金民の共創シス

テム）

休眠預金

制度



2023 2024



ありがとうございました
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